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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査の目的 
   

  本市では、幼児期の学校教育や保育、地域の子育ての量の拡充や質の向上のために「新発

田市子ども・子育て支援事業計画」に基づき各種事業を推進している。 

  2019年度には 2020年度から 5年間を計画期間とする次期計画の策定を予定しており、本

調査は、就学前児童及び小学校児童の保護者を対象に、子育ての状況や生活の実態、保育サ

ービスに対する量的及び質的ニーズ等を詳細に把握することにより、「子ども・子育て支援

事業計画」の策定のための基礎資料を整備することを目的としている。 

 

２ 調査の実施要領 

  就学前児童用及び小学校児童用の２種類の調査票を作成し、両調査ともにプライバシー保

護のために無記名方式により実施した。 
 

就学前児童用 

 調査時期 平成３０年１２月１０日から１２月３１日までの期間 

 
調査対象者 
及び調査方法 

新発田市に在住する０歳～６歳の就学前の子どもを持つ保護
者を無作為に抽出し、調査の対象とした。調査票の配布は郵送
または園を通して行い、回収は郵送方式とした。 

小学校児童用 

 調査時期 平成３０年１２月１０日から１２月３１日までの期間 

 
調査対象者 
及び調査方法 

新発田市に在住する小学校１年生～６年生の子どもを持つ保
護者を無作為に抽出し、調査の対象とした。調査票の配布は小
学校を通して行い、回収は郵送方式とした。 

 

３ 配布数・回答数 

    配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童用 １，７００件    ９５４件  ５６．１％  

小学校児童用 １，０００件     ６３５件  ６３．５％  

 

＜本報告書の利用にあたっての注意事項＞ 

 

（１）結果は百分率（％）で表示し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した結果、個々

の比率が合計100％にならないことがある。 

また、複数回答（２つ以上の回答）では、合計が100％を超える場合がある。 

（２）図表中の「ｎ（number of casesの略）」は、質問に対する回答者の総数（該当者質問 

では該当者数）を示し、回答者の比率（％）を算出するための基数である。 
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４ 調査対象者の属性・家族状況 

 

各基本属性の分布は、以降の図のとおりである。 

 

（１）年齢・子どもの人数 

 

 ＜就学前児童＞ 

 

◆子どもの満年齢 ◆子どもの人数 

  

 

 ＜小学校児童＞ 

 

◆子どもの学年 ◆子どもの人数 

   

０歳

10.8%

１歳

14.3%

２歳

16.9%

３歳

16.4%

４歳

13.1%

５歳

15.9%

６歳

11.7%

年齢不明

0.9%

（n=954）

１人

24.6%

２人

48.1%

３人

21.1%

４人

4.5%

無回答

1.7%

（n=954）

小学

１年生

13.5%

小学

２年生

16.2%

小学

３年生

16.5%
小学

４年生

15.7%

小学

５年生

15.6%

小学

６年生

21.9%

年齢不明

0.5%

（n=635）

１人

20.3%

２人

54.8%

３人

20.2%

４人以上

4.1%

無回答

0.6%

（n=635）
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 （２）住まいの地区 

 

 ＜就学前児童＞ 

 

 
 

 

 ＜小学校児童＞ 

 

  

56.2 

5.2 

1.7 

1.4 

0.1 

3.7 

2.6 

4.4 

2.9 

6.8 

5.1 

2.6 

7.2 

0% 20% 40% 60%

本庁地区

五十公野地区

松浦地区

米倉地区

赤谷地区

川東地区

菅谷地区

加治地区

佐々木地区

豊浦地区

紫雲寺地区

加治川地区

無回答

（n=954）

47.7 

5.7 

3.0 

1.7 

0.0 

4.3 

2.5 

4.1 

3.0 

7.6 

5.8 

4.1 

10.6 

0% 20% 40% 60%

本庁地区

五十公野地区

松浦地区

米倉地区

赤谷地区

川東地区

菅谷地区

加治地区

佐々木地区

豊浦地区

紫雲寺地区

加治川地区

無回答

（n=635）
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（３）調査回答者の状況と配偶者の有無 

 

 ＜就学前児童＞ 

 

◆調査回答者 ◆配偶者の有無 

  

 

 

 ＜小学校児童＞ 

 

◆調査回答者 ◆配偶者の有無 

   

母親

89.9% 

父親

9.5% 

その他

0.1% 
無回答

0.4% 

（n=954）

配偶者が

いる

94.9% 

配偶者は

いない

4.7% 

無回答

0.3% 

（n=949）

母親

89.9% 

父親

9.1% 

その他

0.3% 
無回答

0.6% 

（n=635）

配偶者が

いる

91.6%

配偶者は

いない

8.1%

無回答

0.3%

（n=629）
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（４）家庭内の役割分担の状況 

 

 ＜就学前児童＞ 

 

 

 

 ＜小学校児童＞ 

 

 

  

0.6% 

56.7% 

0.7% 

1.0% 

64.3% 

6.5% 

66.5% 

11.3% 

32.5% 

32.3% 

16.9% 

6.5% 

1.4% 

2.0% 

13.1% 

11.9% 

0.2% 

1.0% 

1.9% 

52.2% 

1.0% 

1.5% 

0.9% 

17.0% 

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ア）子育て（教育を含む）

イ）生活費の確保

ウ）炊事・掃除・洗濯

エ）家族の介護

主に父親 主に母親 夫婦同程度 主に祖父母 その他 無回答

2.7% 

57.0% 

2.2% 

1.7% 

64.1% 

9.0% 

66.9% 

17.5% 

31.2% 

30.1% 

14.6% 

6.1% 

0.9% 

2.2% 

13.9% 

10.1% 

0.6% 

1.4% 

1.7% 

48.0% 

0.5% 

0.3% 

0.6% 

16.5% 

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ア）子育て（教育を含む）

イ）生活費の確保

ウ）炊事・掃除・洗濯

エ）家族の介護

主に父親 主に母親 夫婦同程度 主に祖父母 その他 無回答

（ｎ＝954） 

（ｎ＝635） 
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Ⅱ 調査結果 

１．子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）子どもをみてもらえる親族や知人の状況 

 

就学前児童では、日頃、子どもを「緊急時もしくは用事の際には祖父母などの親族にみてもらえ

る」のは４割弱である。 

小学校児童では、日頃、子どもを「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が最も高く、約４

割である。 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

 

 

  

緊急時もしくは用事の際には　　　

祖父母等の親族にみてもらえる　

日常的に祖父母等の親族に　　　　

みてもらえる　　　　　　　

緊急時もしくは用事の際には子ども

をみてもらえる友人・知人がいる　

日常的に子どもをみてもらえる　　

友人・知人がいる　　　　　　　　

いずれもいない

無回答

37.5 

25.8 

0.5 

0.1 

8.4 

27.7 

0% 20% 40% 60%

（n=954）

26.3

38.7

1.6

0.3

10.7

22.5

0% 20% 40% 60%

（n=635）

＜複数回答可＞
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（２）祖父母等の親族にみてもらっている状況 

 

就学前児童を持つ「祖父母等の親族に子どもをみてもらえる」と回答した６０４人を対象に、子

どもをみてもらっている状況を尋ねたところ、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的

制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が最も高い。次いで「祖父母等の親族

の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が続く。 

小学校児童を持つ「祖父母等の親族に子どもをみてもらえる」と回答した４１２人を対象に、子

どもをみてもらっている状況を尋ねたところ、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的

制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が最も高く、半数を超えている。 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

 

 

 

  

祖父母等の親族の身体的・精神的な　　

負担や時間的制約を心配することなく、

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である　

自分たち親の立場として、　　　　　　

負担をかけていることが心苦しい　

祖父母等の親族の身体的負担が大きく　

心配である　　　　

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

41.4 

34.4 

32.0 

29.0 

11.4 

4.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

（n=604）

＜複数回答可＞

56.8

18.7

26.7

16.5

11.7

3.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

（n=412）
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（３）友人・知人にみてもらっている状況 

 

就学前児童を持つ「友人・知人に子どもをみてもらえる」と回答した６人を対象に、子どもを見

てもらっている状況を尋ねたところ、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦し

い」と「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が５割と高い。 

小学校児童を持つ「友人・知人に子どもをみてもらえる」と回答した１２人を対象に、子どもを

見てもらっている状況を尋ねたところ、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配す

ることなく、安心して子どもをみてもらえる」が最も高い。 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

 

自分たち親の立場として、　　　　　

負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な　

負担が大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配

である　　　　

友人・知人の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、　　

安心して子どもをみてもらえる　　

子どもの教育や発育にとってふさわし

い環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

50.0 

50.0 

33.3 

33.3 

16.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

（n=6）

＜複数回答可＞

16.7

0.0

8.3

33.3

0.0

8.3

33.3

0% 20% 40% 60%

（n=12）
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２．保護者の就労状況について 

（１）父親の就労状況 

 

就学前児童では、「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている（育休・介護

休業中は含まない）」が多数を占める。 

小学校児童でも、「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている（育休・介護

休業中は含まない）」が多数を占める。 

 

 

 

 

  

80.0

74.5

0.0(フルタイムで仕事をしているが、現在育休・介護等で休業中である）

0.2

0.5

0.6

0.0(パートタイム等で仕事をしているが、

現在育休・介護等で休業中である）

0.0(これまでに仕事

をしたことがない）

0.7

1.1

0.2

0.0（パートタイム等で仕事をしているが、

現在育休・介護等で休業中である）

18.6

23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=954）

小学校児童

（n=635）

フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている

フルタイムで仕事をしているが、

現在育休・介護等で休業中である

パートタイム等（「フルタイム」以外の就労）で仕事をしている

パートタイム等で仕事をしているが、

現在育休・介護等で休業中である

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない

これまでに仕事をしたことがない

無回答
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（２）父親のフルタイムへの転職希望 

 

就学前児童を持つ「パートタイム等で仕事をしている」父親５人を対象に、フルタイムへの転職

希望を尋ねたところ、実現の可否はともかく、６割が「フルタイム」への転職希望を持っている。 

小学校児童を持つ「パートタイム等で仕事をしている」父親４人を対象に、フルタイムへの転職

希望を尋ねたところ、５割が「フルタイム以外での就労を続けることを希望」している。 

 

 

 

 

 

 

20.0

0.0（フルタイムへの転職希望があり、

実現できる見込みがある）

40.0 

25.0 

0.0(フルタイム以外での就労を続けることを希望)

50.0 

40.0 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=5）

小学校児童

（n=4）

フルタイムへの転職希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない

フルタイム以外での就労を続けることを希望

フルタイム以外での就労をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

0.0（フルタイム以外での就労をやめて子育てや家事に専念したい）

0.0(フルタイム以外での就労を

やめて子育てや家事に専念したい）
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（３）父親の就労希望・希望する就労形態 

 

 就学前児童を持つ「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「これまでに仕

事をしたことがない」父親９人を対象に、就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以

内に就労したい」と「就労の予定はない」が３割台である。 

 小学校児童を持つ「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「これまでに仕

事をしたことがない」父親７人を対象に、就労希望を尋ねたところ、「就労の予定はない」が４割台

である。 

また、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した全員が「フルタイム」での就労

を希望している。 

 

◆父親の就労希望 

 
 

 

 

◆希望する就労形態 

 

 

33.3

42.9

0.0（1年より先、一番小さい子どもが特定年齢になったころに就労したい）

0.0（1年より先、一番小さい子どもが特定年齢になったころに就労したい）

33.3

14.3

33.3

42.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=9）

小学校児童

（n=7）

就労の予定はない

1年より先、一番小さい子どもが特定年齢になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

100.0

100.0

0.0＜パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）＞

0.0＜パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）＞

0.0（無回答）

0.0(無回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=3）

小学校児童

（n=1）

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）

無回答
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（４）母親の就労状況 

 

 就学前児童では、「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている（産休・育休・

介護休業中は含まない）」が約３割で最も高く、次いで「パートタイム等で仕事をしている」が続

く。 

 小学校児童では、「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている（産休・育休・

介護休業中は含まない）」が最も高く、次いで「パートタイム等で仕事をしている」が続く。 

 

 

 

  

30.4

36.7

9.3

0.9

26.5

32.0

2.7

1.3

13.0

6.3

0.1

0.0（これまでに仕事をしたことがない）

17.9

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=954）

小学校児童

（n=635）

フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている

フルタイムで仕事をしているが、

現在産休・育休・介護等で休業中である

パートタイム等（「フルタイム」以外の就労）で仕事をしている

パートタイム等で仕事をしているが、

現在産休・育休・介護等で休業中である

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない

これまでに仕事をしたことがない

無回答
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（５）母親のフルタイムへの転職希望 

 

 就学前児童を持つ「パートタイム等で仕事をしている」母親２７９人を対象に、フルタイムへの

転職希望を尋ねたところ、「フルタイム以外での就労を続けることを希望」が最も多く、次いで「フ

ルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない」が続く。 

 小学校児童を持つ「パートタイム等で仕事をしている」母親２１１人を対象に、フルタイムへの

転職希望を尋ねたところ、「フルタイム以外での就労を続けることを希望」が約３割で最も多く、次

いで「フルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない」が続く。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

7.5

5.7

25.4

16.6

26.2

29.4

1.8

0.9

39.1

47.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=279）

小学校児童

（n=211）

フルタイムへの転職希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない

フルタイム以外での就労を続けることを希望

フルタイム以外での就労をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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（６）母親の就労希望・希望する就労形態 

 

就学前児童を持つ「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「これまでに仕事

をしたことがない」母親１２５人を対象に、就労希望を尋ねたところ、「１年より先、一番小さい子

どもが特定年齢になったころに就労したい」が約４割を占める。「すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい」が３割弱で、現在就労していない人の７割弱が今後の就労について意欲を示している。 

 小学校児童を持つ「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「これまでに仕事

をしたことがない」母親４０人を対象に、就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以

内に就労したい」が半数弱を占める。 

 また、就学前児童を持つ「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」母親３４人の希望する就

労形態は、「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」が７割台を占める。 

 小学校児童を持つ「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」母親１９人の希望する就労形態

は、「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」が約３割で最も高い。 

◆母親の就労希望 

 
   

 

◆希望する就労形態 

 

12.0

35.0

39.2

10.0

27.2

47.5

21.6

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=125）

小学校児童

（n=40）

就労の予定はない

1年より先、一番小さい子どもが特定年齢になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

11.8

26.3

73.5

31.6

14.7

42.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=34）

小学校児童

（n=19）

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）

無回答
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３．育児休業の取得状況について 

（１）育児休業給付、保険料免除の認知 

 

就学前児童では、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」が最も多い。「育児休業給付の

み知っていた」が３割で続く。 

 小学校児童では、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」が最も多い。「育児休業給付

のみ知っていた」が３割で続く。 

 

◆育児休業給付、保険料免除の認知 

 

＜就学前児童＞ 

   

 

＜小学校児童＞ 

   
 

  

育児休業

給付、

保険料免除

のいずれも

知っていた

35.7%

育児休業

給付のみ

知っていた

31.9%

保険料免除

のみ

知っていた

1.8%

育児休業

給付、

保険料免除

のいずれも

知らなかった

24.7%

無回答

5.9%
（n=954）

育児休業

給付、

保険料免除

のいずれも

知っていた

22.2%

育児休業

給付のみ

知っていた

30.6%
保険料免除

のみ

知っていた

1.9%

育児休業

給付、

保険料免除

のいずれも

知らなかった

35.3%

無回答

10.1%（n=635）
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（２）母親の育児休業の取得状況と、母親の育児休業を取得していない理由 

 

就学前児童では、母親の育児休業取得状況としては、「取得した」が約３割を占める。「取得した

かったができなかった」が約１割の１１５人であった。母親の育児休業を取得していない理由とし

ては、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」と「職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった）」が２割台である。 

小学校児童では、母親の育児休業取得状況としては、「取得した」が約３割である。「取得したか

ったができなかった」が約１割の６８人であった。母親の育児休業を取得していない理由としては、

「収入減となり、経済的に苦しくなる」が約３割、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」、

「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が２割台で続く。 

 

◆母親の育児休業の取得状況 

 

＜就学前児童＞  

 
＜小学校児童＞ 

      

26.7 49.4 7.2 12.1 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（n=954）

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得するつもりはなかった

取得したかったができなかった

無回答

41.6 29.9 11.3 10.7 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（n=635）

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得するつもりはなかった

取得したかったができなかった

無回答
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◆母親の育児休業を取得していない理由 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場に育児休業を取りにくい雰囲気が
あった

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

子育てや家事に専念するため退職した

仕事が忙しかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を
満たさなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要がなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

仕事に戻るのが難しそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園（所）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週
間）を取得できることを知らず、退職した

無回答

23.5 

23.5 

18.3 

13.9 

13.0 

12.2 

9.6 

7.8 

7.8 

3.5 

2.6 

2.6 

0.9 

0.0 

27.0 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40%

（n=115）

27.9

23.5

16.2

8.8

4.4

5.9

29.4

13.2

7.4

4.4

10.3

4.4

0.0

0.0

14.7

5.9

0% 10% 20% 30% 40%

（n=68）

＜複数回答可＞
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（３）父親の育児休業の取得状況と、父親の育児休業を取得していない理由 

 

就学前児童では、父親の育児休業取得状況としては、「取得していない」が約８割の７７６人。父親の育

児休業を取得していない理由としては、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」と「仕事が忙しか

った」の割合が半数を超え、「収入減となり、経済的に苦しくなる」が５割弱で続く。 

小学校児童では、父親の育児休業取得状況としては、「取得していない」が約８割の５０６人。父親の育

児休業を取得していない理由としては、「仕事が忙しかった」が５割弱、「職場に育児休業を取りにくい雰

囲気があった」が約４割で続く。 

 

◆父親の育児休業の取得状況 

＜就学前児童＞  

 
 

＜小学校児童＞ 

  
 

 

0.9 1.8

69.1 12.3 15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親

（n=954）

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得するつもりはなかった

取得したかったができなかった

無回答

0.6 0.9

74.2 6.8 17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親

（n=635）

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得するつもりはなかった

取得したかったができなかった

無回答
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     ◆父親の育児休業を取得していない理由 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要がなかった

保育園（所）などに預けることができた

職場に育児休業を取りにくい雰囲気が
あった

仕事が忙しかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

育児休業を取得できることを知らなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を
満たさなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週
間）を取得できることを知らず、退職した

59.8 

51.3 

47.0 

16.2 

16.2 

14.5 

12.0 

5.1 

4.3 

4.3 

0.9 

0.9 

0.9 

0.0 

12.0 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（n=117）

39.5

48.8

27.9

25.6

14.0

7.0

11.6

14.0

9.3

7.0

2.3

0.0

0.0

0.0

4.7

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（n=43）

＜複数回答可＞
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４．平日の定期的な教育・保育事業の利用や意向などについて（就学前児童のみ） 

（１）利用状況と利用意向 

 

就学前児童では、約８割の７５５人が保育園・認定こども園・幼稚園などの「定期的な教育・保

育事業を現在利用中」である。その利用している事業の内容を尋ねたところ「市立、私立保育所」

に通っている児童が約６割となっている。次いで、「認定こども園（保育認定枠・長時間利用）」に

通っている児童が２割台で続く。 

利用希望の最も高い事業は「市立、私立保育所」で、６割台である。「認定こども園（保育認定枠・

長時間利用）」が約４割で続く。 

なお、幼稚園希望者２１３人の６割以上は幼稚園の利用を強く希望している。 

 

 

 

◆利用の有無　 ◆利用事業の内容

その他認可外保育事業

認定こども園（保育認定
枠・長時間利用）

その他

無回答

市立、私立保育所

認定こども園
（幼稚園枠・短時間利
用）

幼稚園
（通常の教育時間）

ベビーシッター

ひまわり学園

幼稚園
（通常の教育時間＋日
常的な預かり保育）

企業主導型保育事業

利用して

いる

79.1%

利用して

いない

20.9%

無回答

0.0%

（n=954） 60.7 

25.6 

9.4 

2.4 

0.5 

0.4 

0.1 

0.0 

0.0 

0.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

就学前児童

（n=755）

＜複数回答可＞
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◆利用中の定期的な教育･保育事業 ◆希望する定期的な教育･保育事業 

 

 

◆幼稚園希望者 

 

 
 

60.7 

25.6 

9.4 

2.4 

0.5 

0.4 

0.1

0.0 

0.0 

-

-

0.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

市立、私立保育所

認定こども園（保育認定枠・

長時間利用）

認定こども園（幼稚園枠・

短時間利用）

幼稚園（通常の教育時間）

ひまわり学園

企業主導型保育事業

幼稚園（通常の教育時間＋

日常的な預かり保育）

その他認可外保育事業

ベビーシッター

小規模な保育（当市に

該当施設なし）

家庭的保育（当市に

該当施設なし）

その他

無回答

就学前児童

（n=755）

65.8 

40.4 

13.2 

7.5 

1.3 

2.7 

10.9 

0.7 

1.2 

2.9

1.7

1.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

就学前児童

（n=954）

＜複数回答可＞

はい（強く

希望しま

す）

62.4%

いいえ

35.2%

無回答

2.3%

（n=213）
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（２）平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由と利用していない理由 

 

 就学前児童で「定期的な教育・保育事業を現在利用中」の７５５人に利用している理由を尋ねた

ところ、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」が９割弱で最も高い。 

 一方で、「定期的な教育・保育事業を現在利用していない」１９９人に利用していない理由を尋ね

たところ、「子どもがまだ小さいため特定年齢くらいになったら利用しようと考えている」が半数

を超えて最も高く、「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理

由で）利用する必要がない」が続く。 

 

 

◆利用している理由       

 
  

◆利用していない理由 

 

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方

が家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている

方が学生である

その他

無回答

子育て（教育を含む）をしている方が
病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方の
就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が
現在就労している

87.3 

52.6 

1.6 

1.5 

1.1 

0.0 

1.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=755）

＜複数回答可＞

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

無回答

利用したいが、経済的な理由で事業を利用
できない

使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件
が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得で
きる事業がない

子どもがまだ小さいため特定年齢くらいになっ
たら利用しようと考えている

（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か
父親が就労していないなどの理由で）利用す
る必要がない

52.8 

36.7 

13.6 

4.5 

4.5 

0.5 

0.5 

0.0 

16.1 

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=199）

＜複数回答可＞
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５．土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望について（就学前児童のみ） 

 

就学前児童の土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望は、利用意向頻度に

差はあるが土曜日については「利用したい」が約４割を占める。頻度としては「月に１～２回は利

用したい」が多い。 

日曜日・祝日については、「利用したい」が１割台である。頻度としては、「月に１～２回は利用

したい」が多い。 

また、土曜日や日曜日・祝日の利用を希望している４０８人の利用したい理由を尋ねたところ、

「出勤のローテーションや出張等で土・日・祝日が含まれることがあるから」が約６割、「土・日・

祝日が正規の就業日として決められているから」が４割台と続く。 

なお、幼稚園通園者として当該設問に回答のあった２１人の長期休暇期間中の利用意向は「ほぼ

毎日利用したい」が４割台である。 

 

◆土曜日の利用希望 ◆日曜日・祝日の利用希望 

  

 

  ◆（土曜・日曜・祝日に利用したい方に）     ◆長期休暇期間中の教育・保育事業の 

   利用したい理由                 利用状況（幼稚園利用者） 

                                              

ほぼ毎週

利用したい

14.0%

月に

１～２回は

利用したい

28.0%

利用希望は

ない

57.0%

無回答

0.9%
（n=954）

ほぼ毎週

利用したい

2.0%

月に

１～２回は

利用したい

14.2%

利用希望は

ない

80.5%

無回答

3.4%

（n=954）

ほぼ毎日利

用したい

42.9%

週に数日利

用したい

23.8%
月に１～２回

は利用したい

0.0%

利用希望は

ない

19.0%

無回答

14.3%

（n=21）
出勤のローテーションや出張等で

土・日・祝日が含まれることがあるから

土・日・祝日が正規の就業日

として決められているから

リフレッシュのため

平日に済ませられない用事

をまとめて済ませるため

平日に終えられなかった仕事を

片付けるため出勤する必要があるから

ご自身や親族の通院のため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

60.5 

42.4 

20.8 

18.9 

13.5 

6.6 

2.0 

4.4 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=408）

＜複数回答可＞
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６．病気の際の対応について 

（１）病気などによる通常事業休止経験の有無・休止中の対処方法 

 

就学前児童を持つ「平日の定期的な教育・保育事業を利用している」７５５人を対象に、病気な

どによる通常事業休止経験を尋ねたところ「あった」が約７割の５３５人。その際の対処方法は、

「母親が休んだ」が８割台である。 

小学校児童では、「あった」が約３割の１８９人。その際の対処方法は、「母親が休んだ」が約５

割、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が３割台で続く。 

 

◆病気などによる通常事業休止経験の有無 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

   

 

◆休止中の対処方法 

＜就学前児童＞             ＜小学校児童＞ 

 

あった

70.9%

なかった

25.6%

無回答

3.6%（n=755）

あった

29.8%

なかった

68.5%

無回答

1.7%
（n=635）

母親が休んだ　　　　　　　

父親が休んだ　　　　　　　

その他

無回答

（同居者を含む）親族・知人
にみてもらった

病児・病後児保育サービス
を利用した

就労していない父親
または母親がみた

仕方なく子どもだけで留守番
をさせた

ベビーシッターを利用した　

ファミリー・サポート・
センターを利用した

82.4 

56.3 

27.9 

7.9 

6.4 

1.7 

0.2 

0.0 

3.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=535）

＜複数回答可＞

51.3 

34.4 

7.9 

0.5 

5.8 

6.9 

0.5 

0.0

0.5 

31.2 

0% 20% 40% 60% 80%

（n=189）
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（２）「病児・病後児の保育サービス」の利用意向や利用したいと思わない理由 

 

病気などによる通常事業休止経験の対処方法で、「母親が休んだ」、「父親が休んだ」、「親族・知人

にみてもらった」または「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」と回答した就学前児童を持つ４

９８人を対象に、病児・病後児の保育サービスの利用意向を尋ねたところ、「今後、病児・病後児の

保育サービスを利用したい」が２割台である。 

小学生児童を持つ１２１人の利用意向を尋ねたところ、「今後、病児・病後児の保育サービスを利

用したい」が１割未満である。 

また、「（病児・病後児の保育サービスを）利用したいとは思わない」と回答した就学前児童を持

つ３６１人を対象に、その理由を尋ねたところ、「病気の時は自分が見たいと思うから」が最も多

い。 

「（病児・病後児の保育サービスを）利用したいとは思わない」と回答した小学校児童を持つ９７

人を対象に、その理由を尋ねたところ、「病気の時は自分が見たいと思うから」が最も多い。 

◆「病児・病後児保育施設」などの利用意向 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

  

 

◆利用したいと思わない理由 

＜就学前児童＞              ＜小学校児童＞ 

   

今後、病児・

病後児の保育

サービスを

利用したい

22.5%

利用したいとは

思わない

72.5%

無回答

5.0%
（n=498）

今後、病児・

病後児の保育

サービスを

利用したい

5.0% 

利用したいとは

思わない

80.2% 

無回答

14.9% 

（n=121）

　

病気の時は自分が見たい

と思うから　　

　　　　　　

病気の時他人に見てもらう

のに不安がある　　　　

利用料金がかかる・高い

（1日あたり2,000円）

立地が良くない

（希望する場所等）

利用可能日数が短い

（原則として連続7日まで）

その他

無回答

34.9 

16.9 

16.6 

1.1 

0.0 

10.8 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80%

（n=361）

39.2 

16.5 

18.6 

1.0 

0.0 

17.5 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80%

（n=97）
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７．不定期の一時預かりや宿泊を伴う預かりなどの利用について 

（１）一時預かりなどの利用状況 

 

就学前児童では、同事業の必要性の無い人も含めて「利用していない」が多数を占める。 

実際に利用している事業・サービスの中では、「保育園の一時保育」が最も多い。 

小学校児童では、「利用していない」が約９割を占める。 

 

◆一時預かり等の利用状況 

＜就学前児童＞ 

 
 

＜小学校児童＞ 

 

保育園の一時保育

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ事業

その他

利用していない

無回答

夜間擁護等事情：
トワイライトステイ

幼稚園の預かり保育
（不定期利用に限る）

ベビーシッター
（不定期利用に限る）

3.1 

2.4 

1.0 

0.1 

0.1 

3.7 

86.1 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=954）

＜複数回答可＞

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ事業 

その他

利用していない

無回答

夜間擁護等事情：
トワイライトステイ

ベビーシッター
（不定期利用に限る）

0.8 

0.5 

0.0 

2.0 

88.7 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=635）

＜複数回答可＞
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（２）一時預かりなどの利用希望 

 

不定期の一時預かり事業の利用意向を尋ねたところ、「利用したい」が３割台の３４１人である。

その利用目的としては、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等」が最も

多い。 

小学校前児童の利用意向は、「利用したい」が１割未満の４３人である。その利用目的としては、

「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等」が最も多い。 

 

◆一時預かりなどの利用希望 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

   

 

◆利用目的 

＜就学前児童＞               ＜小学校児童＞ 

 

  

利用したい

35.7%
利用する

必要はない

61.5%

無回答

2.7%（n=954） 利用したい

6.8%

利用する

必要はない

88.8%

無回答

4.4%（n=635）

私用

リフレッシュ目的

不定期の就労

親族の介護や看護

その他

無回答

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄
弟姉妹を含む）や親の通院　等

57.2 

39.6 

37.5 

20.8 

8.5 

5.9 

3.8 

0% 20% 40% 60%

（n=341）

27.9 

20.9 

9.3 

14.0 

14.0 

9.3 

39.5 

0% 20% 40% 60%

（n=43）

＜複数回答可＞
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（３）宿泊を伴う一時預かりを必要とした状況の有無と対処方法 

 

就学前児童では、宿泊を伴う一時預かりを必要とした状況が「あった」が１割台の１１０人。そ

の際の対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」ケースが８割弱である。 

小学校児童では、宿泊を伴う一時預かりを必要しとた状況が「あった」が約６％の３７人。その

際の対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」ケースが約８割である。 

 

◆宿泊を伴う一時預かりを必要とした状況の有無 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

   

 

◆対処方法 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

 

あった

11.5%

なかった

85.5 %

無回答

2.9%
（n=954） あった

5.8%

なかった

87.9%

無回答

6.3%（n=635）

（同居者を含む）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

親族・知人に預けた

仕方なく予定・用事をあきらめた

仕方なく子どもを同行させた　　　　　　

　

その他

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　

短期入所生活援助事業
（ショートステイ）を利用した

仕方なく子どもだけで留守番
をさせた

ショートステイ以外の保育事業
を利用した

77.3 

23.6

16.4 

0.9 

0.9 

0.9 

0.0 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=110）

78.4 

18.9 

5.4 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=37）

＜複数回答可＞
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８．地域の子育て支援事業の利用状況について（就学前児童のみ） 

就学前児童の「こどもセンターまたは地域子育て支援センター」の利用経験者は半数以上、今後

の利用意向者も半数を超えている。 

「園開放事業」の利用経験者、利用意向者は１割台である。 

 

◆地域子育て支援拠点事業の利用経験 

 

 

 

 

◆地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

  

56.6 

16.5 

39.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

こどもセンターまたは

地域子育て支援センター

園開放事業

利用したことがない

無回答 （n＝954）

＜複数回答可＞

55.7 

11.6 

34.2 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80%

こどもセンターまたは

地域子育て支援センター

園開放事業

利用したいと思わない

無回答
（n＝954）

＜複数回答可＞
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９．小学校就学後の放課後の過ごし方について 

（１）希望する場所と過ごし方の状況 

 

就学前児童では、来年度小学校就学予定である児童を持つ１１２人を対象に、就学後の放課後の
過ごし方について尋ねたところ、希望する場所は、低学年時で「自宅」や「放課後児童クラブ〔学
童保育〕」の希望者が約半数である。高学年時では、「自宅」希望者の割合が最も高く、「習い事（ピ
アノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が続く。 
小学校児童では、放課後の過ごし方について尋ねたところ、希望する場所は「自宅」が半数以上

で最も高い。 

 

◆希望する場所                                 ◆過ごし方の状況（場所） 

＜就学前児童＞                                   ＜小学校児童＞ 

 

「低学年」時の希望        「高学年」時の希望 

          
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.0 

47.3 

24.1 

23.2 

4.5 

2.7 

0.9 

8.0 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

放課後児童

クラブ

〔学童保育〕

習い事

祖父母宅や

友人・知人宅

児童館

放課後子ども

教室

ファミリー・

サポート・

センター

その他

（公民館、

公園など）

無回答

（n=112）

73.2 

25.9 

42.0 

25.9 

2.7 

9.8 

0.9 

8.9 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

（n=112）

＜複数回答可＞

54.2 

19.1 

29.3 

1.7 

4.6 

11.8 

0.0 

8.2 

35.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や

友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども

教室

放課後児童

クラブ

〔学童保育〕

ファミリー・

サポート・

センター

その他

（公民館、

公園など）

無回答

（n=635）

＜複数回答可＞
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（２）土曜日や夏休み等長期休業中における「放課後児童クラブ」の利用希望の有無 

 

就学前児童では、低学年時の「放課後児童クラブ」利用希望者５３人の土曜日の利用希望は「あ
り」が２割強、夏休み等長期休業中の利用希望は「あり」が８割強である。 
高学年時の「放課後児童クラブ」利用希望者２９人の土曜日の利用希望は「あり」が２割強、夏

休み等長期休業中の利用希望は「あり」が７割強である。 

小学校児童では、「放課後児童クラブ」利用希望者７５人の土曜日の利用希望は「あり」が約２
割、夏休み等長期休業中の利用希望は「あり」が７割強である。 

 

◆土曜日における「放課後児童クラブ」の利用希望の有無 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

「低学年」時の希望 「高学年」時の希望 

    

 

 

◆夏休み等長期休業時における「放課後児童クラブ」の利用希望の有無 

 

＜就学前児童＞ ＜小学校児童＞ 

「低学年」時の希望 「高学年」時の希望 

    

 

 

あり

24.5%

なし

60.4%

無回答

15.1%

（n=53）

あり

24.1%

なし

65.5%

無回答

10.3%

（n=29）

あり

20.0%

なし

56.0%

無回答

24.0%

（n=75）

あり

84.9%

なし

5.7%

無回答

9.4%（n=53）

あり

72.4%

なし

20.7%

無回答

6.9%（n=29）

あり

76.0%

なし

13.3%

無回答

10.7%（n=75）


